
）

○
＝
一
年
一
月
二
五
日
　
印
刷

○
＝
一
年
一
月
三
一
日
　
発
行
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（
文
責
　
吉
井
秀
夫
）

史
学
研
究
会
会
則

　
　
　
　
　
（
二
〇
一
〇
年
一

　
月
工
日
改
正
）

第
～
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

　
学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

　
集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

　
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
1
．
総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

　
　
2
．
会
誌
『
史
林
睡
等
の
発
行

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
融
く
。

　
理
事
長
～
名
、
理
事
一
五
名
以
上
三
五
名
以
内

　
（
内
常
務
理
事
四
名
）
、
監
事
二
名
、
評
議
員

　
四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

第
六
条
　
役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
っ

　
て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

　
す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

　
括
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

　
招
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務

　
を
処
理
す
る
。
と
く
に
常
務
理
事
は
、
庶
務
・

　
編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
事
務
を
担
当
す
る
。

　
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条
委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
編

　
集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
条
　
役
員
の
任
期
は
、
委
員
（
任
期
一
年
）

　
を
除
き
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
さ
ま

　
た
げ
な
い
。

第
九
条
　
本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

　
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
次
の

　
2
種
類
と
す
る
。

　
1
．
正
会
員
　
2
．
学
生
会
員

第
十
条
　
会
員
は
会
誌
『
史
林
臨
の
配
布
を
受
け
、

　
か
っ
こ
れ
に
投
稿
し
、
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
　
会
員
は
、
退
会
届
を
事
務
局
に
提
出

　
し
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

　
会
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

　
合
に
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
（
1
）
本
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
会
員
で
あ
る

　
　
団
体
が
消
滅
し
た
時

　
（
2
）
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

第
十
二
条
　
会
員
は
、
所
定
の
会
費
一
年
分
を
前

　
差
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
の
納
入
を
二
年
分

　
怠
っ
た
時
、
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
。
さ

　
ら
に
一
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
、

　
会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

第
十
三
条
　
会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

　
し
な
い
。
た
だ
し
一
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

　
い
る
場
合
に
は
、
一
年
分
を
超
え
る
部
分
を
返

　
還
す
る
。

第
十
四
条
　
毎
年
秋
季
に
大
会
を
開
き
、
ま
た
適

　
宜
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を

　
定
め
る
。

第
十
五
条
　
毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
、

　
会
務
の
報
告
を
行
な
い
、
承
認
を
受
け
る
。

第
十
六
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及

　
び
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す
る
。
会
費
は
誌
代
を

　
以
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
十
七
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
目
始
ま
り
、

　
翌
年
三
月
に
終
わ
る
。

附
　
則
　
本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議

　
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
但
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動

　
に
基
づ
く
会
費
金
額
の
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ

　
を
行
う
。『

史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
　
○
○
字
以
内

三
二
〇
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研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
x
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

轡
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
3
段
組
、
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

　
一
部
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

　
（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

　
タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
「
補
足
」
の
く
電
子

　
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

　
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

　
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
」
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
～
部
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

〒
穴
〇
六
人
流
9
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

　
　
『
史
林
隔
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

　
D
－
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

　
モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

　
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

　
ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

　
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

　
せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
ー
ド
、
一
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

G。

n
O
α
鷲
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
巨
¢
ω
ぽ
跨
貧
や
℃
げ
0
8
ω
7
0
0
な
ど
）
や
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
恥
㎜
x
㎜
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
図
申
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

の
で
、
鉛
簸
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン
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グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
口
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

　
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

　
ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
V

・
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の
サ
ー
バ
ー
に
、
機
関

レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公
表
す
る
場
合
は
、

以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の

条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
本
会
へ
の
承

諾
伺
い
は
不
要
と
す
る
。

イ
）
　
『
史
林
㎏
の
版
藤
を
そ
の
ま
ま
P
D
F
フ

　
ア
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
、
掲

載
誌
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
）
　
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ハ
）
　
営
利
團
的
で
な
い
こ
と
。

（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
改
定
）

　
　
受
　
　
贈
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
一
年
八
月
～
○
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
日
）

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
　
九

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
一

　
〇
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
社
会
科
学
論
集
（
茨
城

　
大
学
人
文
学
部
）
五
一

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
～
四

　
〇
史
學
（
三
田
史
学
会
）
八
○
一
二
・
三

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
五
〇

　
1
一

日
本
文
化
史
研
究
（
日
本
文
化
史
学
会
）
四
二

奈
良
学
研
究
（
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
学
会
）
　
三

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
五
一
－
四

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
歯
会
）
八
一
六

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
＝
四

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
三
－
三

東
方
學
衝
重
（
東
方
学
会
）
一
〇
〇

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
八
ニ
ー
二

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
論
集
（
福
島
大
学

　
人
証
発
達
文
化
学
類
）
一
〇

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
筆
意
論
集
（
福
島
大
学

　
人
間
発
達
文
化
魚
類
）
＝

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
酸
類
論
集
（
福
島
大
学

　
立
聞
発
達
文
化
学
業
）
一
二

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
輿
論
集
（
福
島
大
学

　
人
間
発
達
文
化
学
類
）
一
三

日
本
歴
史
学
協
会
年
報
（
日
本
歴
史
学
協
会
）
二

　
六
神
戸
大
学
史
学
年
報
（
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
）

　
二
六

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
三
－
八

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
怪
童
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
四
〇

海
南
史
學
（
高
知
海
南
史
学
会
）
四
九

愛
知
大
學
文
學
論
叢
（
愛
知
大
学
事
学
会
）
一
四

　
四
史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）
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一
二
〇
一
七

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
工
会
）
八
一
七

＞
2
↓
寓
目
○
勺
○
ピ
○
臼
○
〉
ビ
ω
0
日
オ
○
国
（
↓
冨

　
○
臨
。
巨
旨
。
一
三
§
D
一
〇
h
空
穂
国
〉
乞
6
鵠
菊
○
℃
O
一

　
ピ
0
9
0
｝
ピ
ω
O
O
田
↓
曜
○
男
累
弓
℃
O
Z
）
　
一

　
一
九
一
二

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
五
〇

　
一
二

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
一
一
三

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
六
〇

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
八
八

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
七
－
一

九
州
国
際
大
学
経
営
経
済
論
集
（
九
州
国
際
大
学

　
経
済
学
会
）
　
～
七
－
三

成
大
歴
史
学
報
（
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
）
四

　
．
○
駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
　
四
三

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
〇
1
入

髪
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
〇
四

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
七
－
一

国
家
郷
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
一
二
四
－

　
七
・
八

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
（
立
命

　
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
一
九
一
一

』
磁
A
叩
館
法
墨
・
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
　
ご
一
一
二
山
ハ

長
野
県
立
歴
史
館
た
よ
り
（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　
六
八

東
方
學
報
（
京
都
大
書
入
文
科
学
研
究
所
）
京
都

　
八
六

韓
国
史
研
究
彙
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
一

　
五
二
・
一
五
三

奈
良
文
化
財
研
究
所
概
要
（
奈
良
文
化
財
研
究

　
所
）
二
〇
二

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
…
…
六
七

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
⊥
企

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
八
九

人
文
學
報
（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
）
C

日
本
学
刊
｝
〉
勺
＞
Z
切
G
Q
国
ω
6
¢
O
田
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
一
一
・
四

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
三
一
九

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
四

　
四
一
三

経
濟
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
八
一
一

繧
濟
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
八
！

　
二
・
三

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
六
五

史
遮
と
美
術
（
史
遊
美
術
同
孜
会
）
八
　
八

國
史
學
（
国
史
学
会
）
二
〇
四

立
命
館
史
學
（
立
命
館
史
学
会
）
三
二

古
代
文
化
（
古
代
學
協
會
）
六
三
－
二

米
沢
史
学
（
米
沢
史
学
会
）
二
七

入
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
三
－
四

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
山
八
三
一
一
〇

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
五
九
一
二

冒
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
九
〇

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
四
1

　
～［

口
耳
學
士
院
紀
要
（
日
本
黒
影
院
）
　
山
ハ
ゐ
ハ
i
一

史
學
研
究
（
慶
島
史
學
研
究
會
）
二
七
二

史
學
研
究
（
廣
島
愚
意
研
究
會
）
二
七
三

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
｝
二
〇
1
九

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
三
康
文
化
研
究
所
）
四

　
六
段
目
林
（
藝
羊
雲
）
　
山
ハ
○
一
二

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
〇
一
二

龍
谷
大
学
佛
証
文
化
研
究
所
紀
要
（
龍
谷
大
学
佛

　
教
文
化
研
究
所
）
四
九

史
學
雑
誌
（
蟻
蚕
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
～
二
〇
1
一
〇
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立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
七
一
二

田
ω
8
冨
ζ
Φ
凶
。
碧
簿
（
田
0
9
Φ
ゆ
q
δ
O
①
ζ
Φ
峯

　
8
0
）
二
四
二

田
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
山
ハ
ニ

茨
城
大
学
入
文
学
部
紀
要
　
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
入
文
学
部
）
一

　
一茨
城
大
学
入
文
学
部
紀
要
社
会
科
学
論
集
（
茨
城

　
大
学
人
文
学
部
）
五
二

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
三
七

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
雷
研
究
所
）
八
二
一
三

日
本
研
究
　
國
裏
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

　
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
四
四

コ
口
県
立
文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）

　
五
〇

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
二
i
四

国
家
學
會
雑
誌
（
墨
家
学
会
事
務
所
）
＝
…
四
－

　
九
・
一
〇

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
七
四
一
三
・
四

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
四
四

長
野
県
立
歴
史
館
た
よ
り
（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　
六
九

信
…
濃
（
信
濃
史
学
会
）
轟
ハ
～
ニ
ー
～
一

日
本
㎞
歴
史
　
（
日
本
歴
史
学
△
四
）
　
七
山
ハ
｝
二

日
本
学
刊
｝
》
℃
》
窯
国
ω
国
G
Q
↓
d
U
H
濁
し
。
（
中
国
社

　
会
科
学
院
臼
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
～
一
・
五

史
料
（
皇
霊
館
叢
論
史
料
編
纂
所
報
）
（
皇
學
館

　
大
學
史
料
編
纂
所
）
二
＝
二

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
九
一

文
化
史
學
（
文
化
史
学
会
）
六
七

　
　
編
集
後
記

　
九
五
巻
　
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は

「
都
布
」
と
題
し
た
特
集
号
で
す
。
昨
年
四
月
に

実
施
し
た
例
会
で
の
ご
報
告
内
容
に
、
い
く
つ
か

の
新
た
な
論
考
を
加
え
て
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
の
景
観
法
・
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
制
定

や
、
文
化
財
保
護
法
へ
の
文
化
的
景
観
概
念
の
追

加
と
い
う
新
た
な
流
れ
に
伴
っ
て
、
歴
史
性
を
備

え
た
都
市
景
観
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
再
評
価
に
、
都
市
に
対
す
る
詳
細
な

歴
史
研
究
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
都
市
を
め
ぐ
る
歴

史
研
究
は
、
歴
史
そ
の
も
の
へ
の
還
元
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
現
在
・
未
来
の
都
市
づ
く
り
へ
の
貢

献
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
次
回
の
例
会
の
テ
ー
マ
は
「
災
害
」
で

す
。
か
な
り
前
に
決
ま
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
奇

し
く
も
時
局
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
過
去
の
入
々
が
災
害
と
ど
う
向
き
合
い
、

ど
う
立
ち
向
か
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い
に

端
を
発
す
る
研
究
も
、
現
在
・
未
来
へ
の
貢
献
に

き
っ
と
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
杉
和
央
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
簿
召
口
＼
＼
≦
≦
≦
鴇
蒔
跨
島
①
b
ξ
爵
£
ゆ
一
拳
＼
ぎ
匹
窪
け
§
一

　
（
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
）

｝
亜
轟
襲
藷
翻
定
価
二
、
O
o
O
円

　
史
林
第
九
五
巻
第
　
号
（
通
巻
第
四
空
号
V

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
都
内

　
　
　
　
　
電
　
話

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
七
五
〉
七
五
三
工
一
七
八
七

　
　
　
　
　
F
A
X
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
と
お
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
、
事
前
の
予
約
も
不
要
で
す
。
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
日
　
時
　
二
〇
一
二
年
四
月
一
＝
日
（
土
）
　
午
後
一
時
～
六
時
一
五
分

　
　
場
　
所
　
京
都
大
学
文
学
部
　
新
館
第
王
講
義
室

　
　
テ
ー
マ
　
「
災
　
害
偏

プ
瓜
グ
ラ
ム

　
　
開
会
挨
拶
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長
　
夫
馬
　
進

　
　
趣
旨
説
明

　
第
一
部
（
午
後
｝
時
…
五
分
～
三
時
四
〇
分
）

　
　
柳
澤
和
明
　
慣
貞
観
＝
年
陸
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波
と
陸
奥
国
の
復
興
」

　
　
窪
田
順
平
　
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
環
境
変
動
と
人
問
の
適
応
l
l
統
合
型
研
究
の
試
み
」

　
　
楠
　
義
彦
　
「
一
六
・
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
地
震
と
地
震
観
」

　
第
二
部
（
午
後
四
時
～
五
時
三
五
分
）

　
　
梶
川
伸
一
　
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
権
力
と
一
＝
／
二
二
年
飢
饒
偏

　
　
小
田
隆
史
　
「
「
グ
ロ
ー
カ
ル
化
」
時
代
に
お
き
た
東
日
本
大
震
災
一
「
時
間
－
空
聞
の
圧
縮
」
の
諸
栢
」

　
　
質
疑
お
よ
び
討
論
（
午
後
五
時
三
五
分
～
六
時
）

　
　
閉
会
挨
拶
　
　
　
京
都
大
学
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
系
代
表

　
　
※
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
懇
親
会
（
参
加
無
料
・
予
約
不
要
）
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会
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